

































































































































































































容され発展していくことになる。アグリツーリストは Foodtrotter 19）と呼ばれている（Costa 












































































































　　 La gastronomia è un’arte che parla ai sensi e comunica sensazioni che le parole non 
possono dire.



































　　Il gusto popolare due termini che insieme stridono.
　　Tutto può essere popolare,
　　salvo il gusto,






















































 2 ） 欧 州 連 合 宣 言（2014） に お け る ガ ス ト ロ ノ ミ ー の 定 義。“Gastronomy is the combination of 
knowledge, experience, art and craft, which provides a healthy and pleasurable eating experience”.
　　http://www.cao.go.jp/cool_japan/platform/activity/pdf/ （2016年12月 5 日参照）。
 3 ）Brillat-Savarin（1825）, PHYSIOLOGIE DU GOÛT. 『味覚の整理学』は出版以来、グルメ文学の古典、
フランス・モラリストの系譜につながる卓れたエッセーとして高く評価されている。筆者略歴（1985 
in Japan by Misuzu Shobo）。
 4 ）Cfr. Petrini （2009: 38-42）.
 5 ）ブリア＝サヴァラン著『味覚の生理学』Brillat Savarin（1825）, La physiologie du goût およびロラン・
バルトのエッセーである 『ブリア＝サヴァランを読む』Roland Barthes, Lecture de Brillat-Savarinで
編成された、1826年版の初版をもとに、ミッシェル・ギベールが編集し注を付したエルマン版（1975）
をテクストとする。BRILLAT－SAVARIN/PHYSIOLOGIE DU GOÛT Première èdition mise en 
order et annotèe avec une Lecture de Roland Barthes, Hermann, èditeurs des sciences et des arts, 
Paris, 1975.　松島征訳。




 7 ）玉置 （2016）。
 8 ）2016年、イタリアではアグリツーリズムがブームで、パスクワ（復活祭）後は前年比で15％増を記録
する。Agriturismo, dopo +15% Pasqua sarà un’ estate da ricord-In breve-ANSA.it （2016年10月 1 日
参照）。




692条、2006年 3 月、第509条・第510条で、DOP/IGT/STGを定めた法規。Cfr. Anelli （2007: 9）.
11）玉置 （2016）。
12）Barthes （1985: 83） を参照。
13）『ニューサンライズ英和辞典』、1570頁。
14）玉置（2014）。




339条を発令。Cfr. Ceccacci （2008: 25-25）.
19）語義的には、food（食べ物）とtrotter （速足の調教を受けた馬）との合成語。『ニューサンライズ英和
辞典』、1586頁. 
20）Denominazione di Origine Protetta.（保護指定原産地呼称）。Cfr. Anelli （2007-9）.
21）Cfr. Rosati （2013: 2）.
22）Cfr. Gatti, （2000: 17）.
23）Cfr. Gatti（2000: 7）.
24）Cfr. Gatti, （2000: 16）.
25）『小学館伊和中辞典』、497頁。




29）Cfr. Parasecoli （2014: 221-222）.
30）Cfr. Ghini in Ballarini （2012: 157）.「著者訳」。
31）Cfr. Ballarini （2012: 158）.
32）中世から18世紀ころまでの貴人の身の回りの世話した小姓、従者。『小学館伊和中辞典』、1590頁。
33）Cfr. Ballarini （2012: 159）.「著者訳」。
34）『ニューサンライズ英和辞典』、329頁。
35）Cfr. Rabusson, Henry in Ballarini （2012: 163）.「著者訳」。
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